
 

令和８年度 学校経営環境分析書 

 

 両城中学校区 校番 １９ 学校名 呉市立両城小学校  

１ 学校の内外環境の分析 

外
部
環
境 

（支援的要因） 

【保護者・地域】 

・地域・保護者が大変協力的で，地

域行事も多い。 

・児童の登下校の見守りが日常的

で，地域全体で子供を育てる意識が

強い。 

・放課後子供教室や地域の「ふれあ

い広場」等，児童の居場所がある。 

・校区は広くなく，歴史を感じさせ

る事物や様々な分野でゲストティ

ーチャーとなる人材も存在する。 

・中学校区で情報共有し，取組に系

統性がある。 

【市教委】 

・「呉の学校教育」に基づき，学校

に対する指導・支援がある。 

・ICT環境を整備している。 

（強み） 

【学校】 

・全教職員で意識統一し，組織的な

取組が推進できる。 

・若手職員もミドルリーダーとして

の力量向上が図れる。 

【児童】 

・縦割り活動を通して，学年を超え

てつながりがある。特に，高学年が

低学年の面倒をよく見る。 

・児童が素直で落ち着いている学年

も多く，あいさつがよくできる。 

・指示されたことに対して，真面目

に取り組むことができる。 

・特別支援学級の児童に対して周り

の児童の理解が深く，あたたかく見

守ることができる。 内
部
環
境 

 

（阻害的要因） 

【保護者・地域】 

・地域の高齢化が進んでおり，各地

域団体の後継者不足は深刻である。 

・土砂災害警戒区域，津波警戒区域

が校区内に混在しており，防災教育

の充実が必要である。 

・中学校とは距離は近いが急傾斜地

の上と下のため，児童生徒の頻繁な

交流は難しい。 

・放課後児童会入会の児童が年々増

え，放課後子供教室とも合わせ，児

童会でのトラブルが頻繁に起きて

いる。 

・教育力のある家庭とそうでない家

庭の差が大きくなり，家庭の協力が

得られない所もある。 

（弱み） 

【学校】 

・教職員数が少ないため，分掌内容

等の負担が大きい。 

・個別の支援を必要とする児童が多

く，対応する教職員が不足している

ため，実態に合わせた適切な支援が

できにくい。 

【児童】 

・学力差が大きい。 

・一斉指導に対応できない児童が増

えた。 

・特別な支援が必要な児童が多い。 

・主体的に活動することが充分でな

い。 

・思いを相手に伝える等，人間関係

を上手く構築できない児童，善悪の

判断が付きにくい児童がいる。 

 

２ 重点課題 

 

 

 

○地域の特性・人材を活かした

体験的活動を推進する。 

○主体的・対話的で深い学びの

実現に向けての授業づくりを

推進する。（ノート指導の充

実・思考場面でのタブレット活

用等） 

○全校集会や両小タイム，掃除

等の縦割り活動を充実させ，役

割をもたせることで自己有用

感を高める。 

○小中一貫教育を推進する。 

○組織のより効率的な機能化

のために，業務改善を一層推進

する。 

○家庭や地域と連携し，生活規

律を確立する。 

○縦割り活動や学校行事を通

して自他を大切にする人間関

係づくりを推進し，自己肯定感

を高める。 

○各教科・領域において防災教

育を充実させる。 

○特別支援教育を推進し，特別

支援教育の視点で児童対応や

授業を行う。 

○教育相談体制を充実させる。 

○タブレットドリル等を活用

し個に応じた学習を授業や家

庭学習で進める。 

 

 

① 特別支援教育の視点を明確にして，主体的な学びを実現する授業改善を推進する。 

○ 基礎・基本の徹底  ○ 思考力・判断力・表現力の育成 ○ 個に応じた指導 

② 自己肯定感を高める取組を推進する。 

○ 縦割り活動の充実 ○ 学校行事や生活目標等達成の主体的な取組  

③ 自己の課題を明確にして生きる力を育成する取組を推進する。 

 ○ 体力の向上 ○ 生活リズムの確立 ○ 自分の命は自分で守る力の育成 

 

阻害的要因と弱みを克服
する活動・取組は 

支援的要因と強みを生か
した活動・取組は 

様式１ 
令和８年４月１日 


